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フランス語学習者が学習意欲を失う要因を探る
――習熟度別考察――





















































の基礎を築いた Gardner & Lambert（１９５９）による社会心理学に基づく研究
である。この中で述べられたのは、前述した統合的動機と道具的動機の２
つの動機づけの対立である。９０年代になると第２段階に移行していくが、
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次のアンケートは大学に入ってからのフランス語学習に関するもので
す。当てはまるものを○で囲んでください。（無記名式）
１．フランス語学習でやる気がなくなったことがありますか。
① ある
② ない
２．「１．」で「ある」と答えた方に尋ねます。それは何が原因だと思いま
すか。最も大きい要因に丸をつけてください。
①授業の内容 ②教師 ③クラスの雰囲気
④フランス語が好きではなくなった ⑤その他
３．「２」で①に丸をつけた方に尋ねます。具体的に最も大きな要因に丸を
つけてください。
①単調、退屈 ②教材が面白くない ③フィードバックが無い
④レベルが合わない ⑤その他（ ）
具体的な対処法（ ）
４．「２」で②に丸をつけた方に尋ねます。具体的に最も大きな要因に丸を
つけてください。
①学生に対する接し方 ②教え方 ③教師の語学レベル
④人柄 ⑤その他（ ）
具体的な対処法（ ）
５．「２」で③に丸をつけた方に尋ねます。具体的に最も大きな要因に丸を
つけてください。
①活気がない ②騒がしい ③積極的に学習しない
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④周りとレベルが違う ⑤その他（ ）
具体的な対処法（ ）
６．「２」で④に丸をつけた方に尋ねます。具体的に最も大きな要因に丸を
つけてください。
①文法が嫌い ②会話が嫌い ③記憶するのが嫌い
④フランス語を聞くのが嫌い ⑤その他（ ）
具体的な対処法（ ）
７．「２」で⑤に丸をつけた方は具体的な内容とそれに対する対処法を書
いてください。
内容
対処
８．一度意欲がなくなっても、再び学習に意欲的になった理由があれば、
それを自由に記述してください。
― １０３ ―
